
杭軸径  ( ｍｍ ) 114.3 139.8 165.2 190.7 216.3 267.4

杭軸厚  ( ｍｍ ) 4.5 6.0 4.5 6.6 5.0 7.1 5.3 7.0 4.5 5.8 8.2 12.7 5.8 6.6 8.0 9.3 12.7 

長期鉛直支持力 (KN) 179 264 214 365 289 464 356 517 320 451 709 1,167 548 648 829 1,003 1,461 

短期ねじり強さ (KN・m) 11.1 14.3 17.0 23.8 26.5 36.3 37.8 48.6 42.1 53.3 72.9 106.0 82.8 93.4 111.4 127.6 167.7 

杭軸径  ( ｍｍ ) 114.3 139.8 165.2 190.7 216.3 267.4

杭軸厚  ( ｍｍ ) 4.5 6.0 4.5 6.6 5.0 7.1 5.3 7.0 4.5 5.8 8.2 12.7 5.8 6.6 8.0 9.3 12.7 

長期鉛直支持力 (KN) 247 365 296 504 399 642 493 714 442 624 981 1,613 758 896 1,146 1,387 2,021 

短期ねじり強さ (KN・m) 15.4 19.7 23.5 33.0 36.7 50.2 52.2 67.2 58.3 73.8 100.9 146.6 114.5 129.1 154.1 176.5 231.9 

杭軸径  ( ｍｍ ) 114.3 139.8 165.2 190.7 216.3 267.4

杭軸厚  ( ｍｍ ) 4.5 6.0 4.5 6.6 5.0 7.1 5.3 7.0 4.5 5.8 8.2 12.7 5.8 6.6 8.0 9.3 12.7 15.1 

長期鉛直支持力 (KN) 285 421 342 582 461 741 568 824 510 719 1,132 1,862 874 1,034 1,322 1,601 2,331 2,783 

短期ねじり強さ (KN・m) 17.8 22.7 27.1 38.0 42.4 57.9 60.3 77.5 67.3 85.1 116.4 169.2 132.1 149.0 177.8 203.6 267.5 309.5 

杭軸径  ( ｍｍ ) 457.2 508 558.8

杭軸厚  ( ｍｍ ) 6.4 7.9 9.5 12.7 14.3 16.1 19.0 6.4 7.9 9.5 12.7 16.0 6.4 7.9 9.5 12.7 16.0 

長期鉛直支持力 (KN) 1,027 1,333 1,563 2,370 2,735 3,133 3,861 1,135 1,471 1,839 2,605 3,435 1,243 1,609 2,010 2,840 3,737 

短期ねじり強さ (KN・m) 273.4 334.1 397.6 520.3 579.7 641.4 746.6 338.9 414.6 493.9 647.8 800.3 411.5 503.9 600.7 789.3 976.8 

杭軸径  ( ｍｍ ) 457.2 508 558.8

杭軸厚  ( ｍｍ ) 6.4 7.9 9.5 12.7 14.3 16.1 19.0 6.4 7.9 9.5 12.7 16.0 6.4 7.9 9.5 12.7 16.0 

長期鉛直支持力 (KN) 1,420 1,843 2,161 3,278 3,782 4,333 5,340 1,570 2,034 2,544 3,603 4,751 1,719 2,226 2,779 3,927 5,168 

短期ねじり強さ (KN・m) 378.1 462.1 549.8 719.6 801.8 887.0 1032.6 468.7 573.4 683.1 895.9 1106.8 569.1 696.8 830.7 1091.5 1350.8 

杭軸径  ( ｍｍ ) 457.2 508 558.8

杭軸厚  ( ｍｍ ) 6.4 7.9 9.5 12.7 14.3 16.0 19.0 6.4 7.9 9.5 12.7 16.0 6.4 7.9 9.5 12.7 16.0 

長期鉛直支持力 (KN) 1,639 2,127 2,663 3,782 4,364 5,000 6,161 1,811 2,347 2,935 4,157 5,482 1,984 2,568 3,207 4,532 5,963 

短期ねじり強さ (KN・m) 436.2 533.2 634.4 830.3 925.1 1023.5 1191.4 540.8 661.7 788.1 1033.8 1277.0 656.6 804.0 958.6 1259.5 1558.7 

杭軸径  ( ｍｍ ) 318.5 355.6 406.4

杭軸厚  ( ｍｍ ) 6.0 9.0 10.3 12.7 14.3 6.4 7.9 9.5 11.1 12.7 15.1 16.0 6.4 7.9 9.5 12.7 16.0 19.0 

長期鉛直支持力 (KN) 673 1,124 1,330 1,727 1,985 811 1,056 1,328 1,609 1,899 2,352 2,500 919 1,195 1,498 2,135 2,875 3,423 

短期ねじり強さ (KN・m) 122.6 178.7 202.0 243.4 270.0 163.4 199.1 236.2 272.3 307.3 358.0 376.4 214.9 262.3 311.7 406.8 500.1 580.7 

杭軸径  ( ｍｍ ) 318.5 355.6 406.4

杭軸厚  ( ｍｍ ) 6.0 9.0 10.3 12.7 14.3 6.4 7.9 9.5 11.1 12.7 15.1 16.0 6.4 7.9 9.5 12.7 16.0 19.0 

長期鉛直支持力 (KN) 931 1,555 1,840 2,388 2,745 1,121 1,461 1,836 2,225 2,626 3,253 3,457 1,271 1,652 2,072 2,952 3,976 4,734 

短期ねじり強さ (KN・m) 169.5 247.1 279.4 336.7 373.3 226.0 275.4 326.7 376.5 425.0 495.1 520.6 297.1 362.7 431.0 562.7 691.6 803.1 

杭軸径  ( ｍｍ ) 318.5 355.6 406.4

杭軸厚  ( ｍｍ ) 6.0 9.0 10.3 12.7 14.3 6.4 7.9 9.5 11.1 12.7 15.1 16.0 6.4 7.9 9.5 12.7 16.0 19.0 

長期鉛直支持力 (KN) 1,075 1,794 2,123 2,755 3,167 1,294 1,685 2,118 2,567 3,030 3,753 3,989 1,466 1,906 2,391 3,406 4,517 5,463 

短期ねじり強さ (KN・m) 195.6 247.1 322.3 388.5 430.8 260.7 317.8 377.0 434.5 490.4 571.2 600.6 342.9 418.5 497.3 649.2 798.0 926.6 

材料から決まる長期許容鉛直支持力と短期ねじり強さ（STK400）材料から決まる長期許容鉛直支持力と短期ねじり強さ（STK400）

材料から決まる長期許容鉛直支持力と短期ねじり強さ（STK490）材料から決まる長期許容鉛直支持力と短期ねじり強さ（STK490）

材料から決まる長期許容鉛直支持力と短期ねじり強さ（STK540）材料から決まる長期許容鉛直支持力と短期ねじり強さ（STK540）

工法の概要工法の概要

地盤から決まる許容鉛直支持力の算出式地盤から決まる許容鉛直支持力の算出式

材料から決まる許容鉛直支持力の算出式材料から決まる許容鉛直支持力の算出式

杭材の腐食について杭材の腐食について 鋼管杭腐食については、建築分野における通常の場合、鋼管の外側 1mmを
腐食しろとして考慮すればよいとされています。

α  ： 杭の先端支持力係数 　　砂質地盤（α＝270）粘土質地盤（α＝270）
β  ：砂質地盤における杭周面摩擦力係数（β＝0.7）
γ  ：粘土質地盤における杭周面摩擦力係数（γ＝0.3）
Ｎ  ：基礎杭の先端より下方に 1Dw、上方に 1Dwの範囲の地盤の
　　標準貫入試験による打撃回数の平均値（回）
　　（先端：杭本体鋼鉄管部の下端　Dw：拡翼の直径）
　　 ただし、砂質地盤 13≦Ｎ値≦57　　粘土質地盤  9≦Ｎ値≦60
Ap：基礎杭の先端の有効断面積（㎡）
　　 Ap＝π・D2/4＋0.43（π・Dw2/4-π・D2/4）（Ｄ：軸部の杭径）

Ns  ：基礎杭の周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による
　　  打撃回数の平均値（回）　　ただし、10≦Ns≦30
Ls  ：基礎杭の周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計（m）
　　  ただし、有効長さはくい先端から 1Dwの区間を除く
qu  ：基礎杭の周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度の平均値（kN/㎡）
　　  ただし、50≦qu≦200
Lc  ：基礎杭の周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計（m）
　　  ただし、有効長さは杭先端から 1Dwの区間を除く
ψ  ：基礎杭の周囲の有効長さ（m）　ψ＝πD

‒

‒

‒

‒
‒

Ra＝    {αNAp＋（βNsLs＋γquLc）ψ}1－

3

‒ ‒ ‒

【記号の説明】

長期に生じる力に対する地盤の許容支持力（KN）

短期（鉛直）許容支持力=2.0×長期（鉛直）許容支持力

短期（鉛直）許容支持力=1.5×長期（鉛直）許容支持力

Ra  ： 杭材料からきまる長期許容直支持力（KN）
F”   ：設計基準強度（N/㎟）         F”＝（0.8＋2.5te/r）Fかつ F”≦ 235  [ 325] 
F    ： 杭材料の許容基準強度（235N/㎟）[ 325N/㎟ ] 
　　 [ 　 ] 内は STK490
te   ：腐食しろ（外面 1㎜ ）を除いた杭厚（ ㎜ ）   

r     ： 杭の半径（ ㎜ ） 
Ae  ：腐食しろを除いた杭の断面積（ ㎟）   
α1 ： 継手による低減率（ 0.05 / 1 カ所 ） 
α2 ： 細長比による低減率  （ L / D ＞100 の場合 ,   （L / D -100） / 100 ） 
 L： 杭長（m）、  D  ： 杭軸経（m）
※α1及びα2は必要に応じて考慮する。

Ra＝ F”/1.5×Ae×（1-α1-α2）
【記号の説明】

鋼管杭腐食については、各種地盤に設置されていた腐食試験用 L型杭に対する腐食の実測調査から、以下の事項が指摘されている。
1 ） 鋼材の腐食は実測された10年間にわたる年間両面腐食率も平均値を設置された条件を考慮せずに機械的に求めると0.0106mmとなる。
2 ） 全試験杭中、最大の年間両面腐食率の値は 0.0297mmである。実測された年間腐食率の標準偏差値は 0.005mmであるので、腐食率の最大値は平均値プラ

ス4倍の標準偏差を超えない。
3 ） 年間の腐食率は、杭設置後の経過年数とともに減少する。これらの事項によれば腐食しろとしては、従来慣用的に用いられた 2mm を小さくすることが可能で、通

常の場合は杭の外側 1mmを腐食しろとして考慮すればよい。この値は、平均値プラス 2 倍の標準偏差の値、0.02mm の年間両面腐食率を設定し、腐食が杭の設
置後の経過年数によらず一様な早さで進むとした場合、50 年経過した後の腐食しろの値である。ここでの腐食率は、鋼杭の両面の腐食の和を示しているが、ここで
は安全側の評価をし、鋼管杭の外側に腐食しろを考慮する。

4 ） 拡翼についても同様に、1mmの腐食しろを考慮した。

鋼材の腐食しろに関する規定

ガイアスーパーパ
イル工法は、細径
鋼管の先端部分に
半円形の拡翼およ
び、三角形の鉛直
堀削刃を取り付け
た杭を回転貫入さ
せるものである。

B

B A B

B

B A A B

(A) くい芯間隔
 1,5Dｗ以上
（B） へりあき
 1.25D 以上

ガイアスーパーパイル工法
D

DW

B

フーチングの仕様

‒ ‒

杭軸径  ( ｍｍ ) 114.3 139.8 165.2 190.7 216.3 267.4

杭軸厚  ( ｍｍ ) 4.5 6.0 4.5 6.6 5.0 7.1 5.3 7.0 4.5 5.8 8.2 12.7 5.8 6.6 8.0 9.3 12.7 

長期鉛直支持力 (KN) 179 264 214 365 289 464 356 517 320 451 709 1,167 548 648 829 1,003 1,461 

短期ねじり強さ (KN・m) 11.1 14.3 17.0 23.8 26.5 36.3 37.8 48.6 42.1 53.3 72.9 106.0 82.8 93.4 111.4 127.6 167.7 

杭軸径  ( ｍｍ ) 114.3 139.8 165.2 190.7 216.3 267.4

杭軸厚  ( ｍｍ ) 4.5 6.0 4.5 6.6 5.0 7.1 5.3 7.0 4.5 5.8 8.2 12.7 5.8 6.6 8.0 9.3 12.7 

長期鉛直支持力 (KN) 247 365 296 504 399 642 493 714 442 624 981 1,613 758 896 1,146 1,387 2,021 

短期ねじり強さ (KN・m) 15.4 19.7 23.5 33.0 36.7 50.2 52.2 67.2 58.3 73.8 100.9 146.6 114.5 129.1 154.1 176.5 231.9 

杭軸径  ( ｍｍ ) 114.3 139.8 165.2 190.7 216.3 267.4

杭軸厚  ( ｍｍ ) 4.5 6.0 4.5 6.6 5.0 7.1 5.3 7.0 4.5 5.8 8.2 12.7 5.8 6.6 8.0 9.3 12.7 15.1 

長期鉛直支持力 (KN) 285 421 342 582 461 741 568 824 510 719 1,132 1,862 874 1,034 1,322 1,601 2,331 2,783 

短期ねじり強さ (KN・m) 17.8 22.7 27.1 38.0 42.4 57.9 60.3 77.5 67.3 85.1 116.4 169.2 132.1 149.0 177.8 203.6 267.5 309.5 

杭軸径  ( ｍｍ ) 457.2 508 558.8

杭軸厚  ( ｍｍ ) 6.4 7.9 9.5 12.7 14.3 16.1 19.0 6.4 7.9 9.5 12.7 16.0 6.4 7.9 9.5 12.7 16.0 

長期鉛直支持力 (KN) 1,027 1,333 1,563 2,370 2,735 3,133 3,861 1,135 1,471 1,839 2,605 3,435 1,243 1,609 2,010 2,840 3,737 

短期ねじり強さ (KN・m) 273.4 334.1 397.6 520.3 579.7 641.4 746.6 338.9 414.6 493.9 647.8 800.3 411.5 503.9 600.7 789.3 976.8 

杭軸径  ( ｍｍ ) 457.2 508 558.8

杭軸厚  ( ｍｍ ) 6.4 7.9 9.5 12.7 14.3 16.1 19.0 6.4 7.9 9.5 12.7 16.0 6.4 7.9 9.5 12.7 16.0 

長期鉛直支持力 (KN) 1,420 1,843 2,161 3,278 3,782 4,333 5,340 1,570 2,034 2,544 3,603 4,751 1,719 2,226 2,779 3,927 5,168 

短期ねじり強さ (KN・m) 378.1 462.1 549.8 719.6 801.8 887.0 1032.6 468.7 573.4 683.1 895.9 1106.8 569.1 696.8 830.7 1091.5 1350.8 

杭軸径  ( ｍｍ ) 457.2 508 558.8

杭軸厚  ( ｍｍ ) 6.4 7.9 9.5 12.7 14.3 16.0 19.0 6.4 7.9 9.5 12.7 16.0 6.4 7.9 9.5 12.7 16.0 

長期鉛直支持力 (KN) 1,639 2,127 2,663 3,782 4,364 5,000 6,161 1,811 2,347 2,935 4,157 5,482 1,984 2,568 3,207 4,532 5,963 

短期ねじり強さ (KN・m) 436.2 533.2 634.4 830.3 925.1 1023.5 1191.4 540.8 661.7 788.1 1033.8 1277.0 656.6 804.0 958.6 1259.5 1558.7 

杭軸径  ( ｍｍ ) 318.5 355.6 406.4

杭軸厚  ( ｍｍ ) 6.0 9.0 10.3 12.7 14.3 6.4 7.9 9.5 11.1 12.7 15.1 16.0 6.4 7.9 9.5 12.7 16.0 19.0 

長期鉛直支持力 (KN) 673 1,124 1,330 1,727 1,985 811 1,056 1,328 1,609 1,899 2,352 2,500 919 1,195 1,498 2,135 2,875 3,423 

短期ねじり強さ (KN・m) 122.6 178.7 202.0 243.4 270.0 163.4 199.1 236.2 272.3 307.3 358.0 376.4 214.9 262.3 311.7 406.8 500.1 580.7 

杭軸径  ( ｍｍ ) 318.5 355.6 406.4

杭軸厚  ( ｍｍ ) 6.0 9.0 10.3 12.7 14.3 6.4 7.9 9.5 11.1 12.7 15.1 16.0 6.4 7.9 9.5 12.7 16.0 19.0 

長期鉛直支持力 (KN) 931 1,555 1,840 2,388 2,745 1,121 1,461 1,836 2,225 2,626 3,253 3,457 1,271 1,652 2,072 2,952 3,976 4,734 

短期ねじり強さ (KN・m) 169.5 247.1 279.4 336.7 373.3 226.0 275.4 326.7 376.5 425.0 495.1 520.6 297.1 362.7 431.0 562.7 691.6 803.1 

杭軸径  ( ｍｍ ) 318.5 355.6 406.4

杭軸厚  ( ｍｍ ) 6.0 9.0 10.3 12.7 14.3 6.4 7.9 9.5 11.1 12.7 15.1 16.0 6.4 7.9 9.5 12.7 16.0 19.0 

長期鉛直支持力 (KN) 1,075 1,794 2,123 2,755 3,167 1,294 1,685 2,118 2,567 3,030 3,753 3,989 1,466 1,906 2,391 3,406 4,517 5,463 

短期ねじり強さ (KN・m) 195.6 247.1 322.3 388.5 430.8 260.7 317.8 377.0 434.5 490.4 571.2 600.6 342.9 418.5 497.3 649.2 798.0 926.6 

材料から決まる長期許容鉛直支持力と短期ねじり強さ（STK400）材料から決まる長期許容鉛直支持力と短期ねじり強さ（STK400）

材料から決まる長期許容鉛直支持力と短期ねじり強さ（STK490）材料から決まる長期許容鉛直支持力と短期ねじり強さ（STK490）

材料から決まる長期許容鉛直支持力と短期ねじり強さ（STK540）材料から決まる長期許容鉛直支持力と短期ねじり強さ（STK540）

工法の概要工法の概要

地盤から決まる許容鉛直支持力の算出式地盤から決まる許容鉛直支持力の算出式

材料から決まる許容鉛直支持力の算出式材料から決まる許容鉛直支持力の算出式

杭材の腐食について杭材の腐食について 鋼管杭腐食については、建築分野における通常の場合、鋼管の外側 1mmを
腐食しろとして考慮すればよいとされています。

α  ： 杭の先端支持力係数 　　砂質地盤（α＝270）粘土質地盤（α＝270）
β  ：砂質地盤における杭周面摩擦力係数（β＝0.7）
γ  ：粘土質地盤における杭周面摩擦力係数（γ＝0.3）
Ｎ  ：基礎杭の先端より下方に 1Dw、上方に 1Dwの範囲の地盤の
　　標準貫入試験による打撃回数の平均値（回）
　　（先端：杭本体鋼鉄管部の下端　Dw：拡翼の直径）
　　 ただし、砂質地盤 13≦Ｎ値≦57　　粘土質地盤  9≦Ｎ値≦60
Ap：基礎杭の先端の有効断面積（㎡）
　　 Ap＝π・D2/4＋0.43（π・Dw2/4-π・D2/4）（Ｄ：軸部の杭径）

Ns  ：基礎杭の周囲の地盤のうち砂質地盤の標準貫入試験による
　　  打撃回数の平均値（回）　　ただし、10≦Ns≦30
Ls  ：基礎杭の周囲の地盤のうち砂質地盤に接する有効長さの合計（m）
　　  ただし、有効長さはくい先端から 1Dwの区間を除く
qu  ：基礎杭の周囲の地盤のうち粘土質地盤の一軸圧縮強度の平均値（kN/㎡）
　　  ただし、50≦qu≦200
Lc  ：基礎杭の周囲の地盤のうち粘土質地盤に接する有効長さの合計（m）
　　  ただし、有効長さは杭先端から 1Dwの区間を除く
ψ  ：基礎杭の周囲の有効長さ（m）　ψ＝πD

‒

‒

‒

‒
‒

Ra＝    {αNAp＋（βNsLs＋γquLc）ψ}1－

3

‒ ‒ ‒

【記号の説明】

長期に生じる力に対する地盤の許容支持力（KN）

短期（鉛直）許容支持力=2.0×長期（鉛直）許容支持力

短期（鉛直）許容支持力=1.5×長期（鉛直）許容支持力

Ra  ： 杭材料からきまる長期許容直支持力（KN）
F”   ：設計基準強度（N/㎟）         F”＝（0.8＋2.5te/r）Fかつ F”≦ 235  [ 325] 
F    ： 杭材料の許容基準強度（235N/㎟）[ 325N/㎟ ] 
　　 [ 　 ] 内は STK490
te   ：腐食しろ（外面 1㎜ ）を除いた杭厚（ ㎜ ）   

r     ： 杭の半径（ ㎜ ） 
Ae  ：腐食しろを除いた杭の断面積（ ㎟）   
α1 ： 継手による低減率（ 0.05 / 1 カ所 ） 
α2 ： 細長比による低減率  （ L / D ＞100 の場合 ,   （L / D -100） / 100 ） 
 L： 杭長（m）、  D  ： 杭軸経（m）
※α1及びα2は必要に応じて考慮する。

Ra＝ F”/1.5×Ae×（1-α1-α2）
【記号の説明】

鋼管杭腐食については、各種地盤に設置されていた腐食試験用 L型杭に対する腐食の実測調査から、以下の事項が指摘されている。
1 ） 鋼材の腐食は実測された10年間にわたる年間両面腐食率も平均値を設置された条件を考慮せずに機械的に求めると0.0106mmとなる。
2 ） 全試験杭中、最大の年間両面腐食率の値は 0.0297mmである。実測された年間腐食率の標準偏差値は 0.005mmであるので、腐食率の最大値は平均値プラ

ス4倍の標準偏差を超えない。
3 ） 年間の腐食率は、杭設置後の経過年数とともに減少する。これらの事項によれば腐食しろとしては、従来慣用的に用いられた 2mm を小さくすることが可能で、通

常の場合は杭の外側 1mmを腐食しろとして考慮すればよい。この値は、平均値プラス 2 倍の標準偏差の値、0.02mm の年間両面腐食率を設定し、腐食が杭の設
置後の経過年数によらず一様な早さで進むとした場合、50 年経過した後の腐食しろの値である。ここでの腐食率は、鋼杭の両面の腐食の和を示しているが、ここで
は安全側の評価をし、鋼管杭の外側に腐食しろを考慮する。

4 ） 拡翼についても同様に、1mmの腐食しろを考慮した。

鋼材の腐食しろに関する規定

ガイアスーパーパ
イル工法は、細径
鋼管の先端部分に
半円形の拡翼およ
び、三角形の鉛直
堀削刃を取り付け
た杭を回転貫入さ
せるものである。

B

B A B

B

B A A B

(A) くい芯間隔
 1,5Dｗ以上
（B） へりあき
 1.25D 以上

ガイアスーパーパイル工法
D

DW

B

フーチングの仕様

‒ ‒


